
国東市ボランティア・市民活動センターより

防災VR体験実施

安岐中央小学校福祉教育
（鈴鳴荘にて施設利用者とふれあい体験）

６P.

　令和５年11月５日（日）くにさきマルシェ Kidｓ＆和～きずな～にて、「おおいた防災VR※」（大分県が実施して
いる事業）の体験コーナーを実施しました。（※VRとは：「Virtual Reality（バーチャルリアリティ）」の略称で、「仮
想現実」と訳されます。）
　プログラムは３種類で、「津波」「地震」「土砂災害」の中から選び、疑似体験をしていただきました。
　当日は約70名の方が体験され、体験された方から、「災害の脅威やハザードマップとはどういったものか分かっ
た」などの声がありました。今後も、このような体験を通じ災害に対する啓発活動を行っていきます。

　令和６年１月１日、石川県能登地方を震源とする地震によ
り、多くの方が被災されました。
　これに伴い、この災害により被災された方々を支援するこ
とを目的に災害義援金を募集します。

受付期間：令和６年１月４日（木）～令和６年12月27日（金）
※被災状況に応じて受付期間を延長する場合があ
ります。

受入場所：国東市社会福祉協議会各窓口

受付時間：月曜日～金曜日までの８：30～17:15（祝日を除く）

テーマ
災害ボランティアの役割と心構え

　災害ボランティアの役割と心構えなどを学
ぶ機会として開催します。
　お気軽にご参加ください。

日　程：令和６年２月15日（木）
時　間：18：30～ 20：00
会　場：武蔵保健福祉センター
講　師：一般社団法人　国東人　藤原 龍司氏
参加費：無料
申込み方法、お問合せに関して

　国東市社協ホームページ
　もしくは本所までお願いいたします。

【義援金について】
　義援金は、大分県共同募金会を通じ、

被災地へお届けします。

災害ボランティア活動基礎講座
開　　催

令和６年能登半島地震災害
義援金のご協力をお願いします

くにさ き
いつもの暮らし
あたり前のまい日は
日々の積みかさね
かんしゃの気持ち大切に
きょうもゆっくりいこうぇ
福祉のまちづくり

～地域福祉活動を支援し、支援が必要な人とともに歩む団体～

社会福祉法人 国東市社会福祉協議会
社協だよりには皆様よりお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分金が使われています
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令和５年度　各表彰　受賞者 新年のごあいさつ

【
大
分
県
知
事
表
彰
】

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
　
2
名

・
猪
野 

典
子

・
向  

千
鶴

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
　
１
団
体

・
こ
だ
ま
会

【
大
分
県
知
事
賞
】

優
秀
老
人
ク
ラ
ブ
賞
　
１
団
体

・
藤
本
老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ
指
導
者
功
労
賞
　
１
名

・
豊
田 

宏
治

【
県
社
協
会
長
表
彰
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
　
１
団
体

・
浜
陽
和
み
会

【
大
分
県
老
連
会
長
表
彰
】

老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
　
３
名

・
岡
田 

昌
憲

・
桝
永 

政
幸

・
加
藤 

哲
也

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
　
２
ク
ラ
ブ

・
西
方
寺
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会

・
岩
屋
老
人
ク
ラ
ブ

【
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
】

社
会
福
祉
事
業
関
係
功
労
者
　
2
名

・
西
山 

壽
子

・
鹿
島 

孝
次

優
良
社
会
福
祉
地
区
　
2
地
区

・
丸
小
野
上
区

・
山
浦
区

模
範
介
護
者
　
1
名

・
田
邉 

多
重
子

【
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状
】

社
会
福
祉
事
業
奉
仕
団
体
　
3
団
体

・
く
ま
げ
支
え
あ
い
の
会
「
大
輪
」

・
里
づ
く
り
旭
日
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

・
武
渓
の
会

社
会
福
祉
事
業
協
力
者
　
11
名
（
不
掲
載
1
名
）

・
山
口 

美
智
子
・
岐
部 

佳
久
・
宮
内 

和
博
・
清
末 

徹
治

・
石
谷 

正
吉
・
安
森 

ヱ
ミ
子
・
一
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泰
臣
・
中
本 

順
子

・
𠮷
田 

徹
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・
齋
藤 

幹

【
国
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
】

優
良
老
人
ク
ラ
ブ
　
6
ク
ラ
ブ

・
野
田
老
人
ク
ラ
ブ
・
今
在
家
老
人
ク
ラ
ブ
・
黒
津
岬
ク
ラ
ブ

・
麻
田
下
老
人
ク
ラ
ブ
・
吉
松
本
谷
老
人
ク
ラ
ブ
・
西
本
老
人
ク
ラ
ブ

老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
　
6
名

・
岐
部 

美
年
・
髙
森 

圓
次
・
小
深
田 

達

・
三
河 

繁
昌
・
畑 

克
明
・
後
藤 

英
二

【
国
東
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
感
謝
状
】

老
人
ク
ラ
ブ
功
労
者
　
13
名

・
安
達 

郁
雄
・
井
上 

政
人
・
大
森 

浩
司
・
岐
部 

愃
子
・
黒
木 

ス
マ
子

・
郷
司 

三
千
代
・
福
井 

ト
ミ
子
・
宮
脇 

智
惠
子
・
糸
永 

光
・
西
村 

敦
子

・
近
藤 

節
子
・
田
中 

文
子
・
手
嶋 

欣
一

国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
会
長
　
松
井 

督
治

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
国
東
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種
事

業
に
対
し
ま
し
て
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
４
年
ぶ
り
に
地
域

の
祭
り
や
行
事
が
開
催
さ
れ
、
各
所
に
交
流
や
賑

わ
い
が
戻
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
不
要
不
急

の
外
出
自
粛
や
三
密
を
避
け
る
こ
と
が
浸
透
し
、

地
域
の
つ
な
が
り
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
に
拍
車

が
か
か
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
子
高
齢

化
が
急
速
に
進
み
、
家
族
構
成
や
社
会
構
造
が
大

き
く
変
化
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
地
域
で

生
活
す
る
住
民
同
士
で
支
え
合
う
仕
組
み
づ
く
り

が
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
図
る
う
え
で
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
会
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
住
民
主

体
に
よ
る
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
や
隣
近
所
で
暮
ら
し
の

〝
支
え
合
い
〞
を
行
う
取
り
組
み
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
本
年
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
各
種
団
体
の
皆
様
の
「
つ
な
が
り
」
を
再

構
築
し
て
い
く
こ
と
に
、
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
国
東
市
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
〝
ほ
っ
と
か
な
い
〞
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
々
が
、
成
年
後
見
制
度
を
円
滑
に
利
用
し
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
困
り
ご
と
や
課
題
に
対
し

て
、幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
結
び
に
、
皆
様
方
に
と
っ
て
、
本
年
が
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　今年度も福祉活動に貢献された団体・個人へ各福祉大会で表彰状等の贈呈がありました。
受賞された皆さま誠におめでとうございます。今後も皆さまのご活躍をお祈り申し上げます。

※敬称略

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
　
１
団
体

・
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

全
国
社
会
福
祉
大
会

大
分
県
地
域
福
祉
推
進
大
会

く
に
さ
き
福
祉
の
つ
ど
い

令和５年度
さ吉くんで元気　体操普及リーダー修了式

　
３
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
、『
令
和

５
年
度
さ
吉
く
ん
で
元
気
体
操
普
及

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
』
の
修
了
式
を
11

月
25
日
に
行
い
、
新
た
に
14
名
の
体
操

普
及
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　「
楽
し
く
受
講
で
き
た
」、「
体
操
の

大
切
さ
を
学
べ
た
」、「
体
操
で
筋
力

を
つ
け
る
所
が
分
か
り
、
良
か
っ
た
」

な
ど
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
い
う

感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

写真提供：㈲のぶはら写真館
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た
。
本
年
は
、
コ
ロ
ナ
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
や
各
種
団
体
の
皆
様
の
「
つ
な
が
り
」
を
再

構
築
し
て
い
く
こ
と
に
、
一
層
力
を
入
れ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
国
東
市
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
〝
ほ
っ
と
か
な
い
〞
を
設
置
致
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
十
分
で
な
い

方
々
が
、
成
年
後
見
制
度
を
円
滑
に
利
用
し
、
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
構
築
を
目
指
し
て
、
公
的
な
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
困
り
ご
と
や
課
題
に
対
し

て
、幅
広
く
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
結
び
に
、
皆
様
方
に
と
っ
て
、
本
年
が
素
晴
ら

し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　今年度も福祉活動に貢献された団体・個人へ各福祉大会で表彰状等の贈呈がありました。
受賞された皆さま誠におめでとうございます。今後も皆さまのご活躍をお祈り申し上げます。

※敬称略

【
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
】

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
団
体
　
１
団
体

・
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

全
国
社
会
福
祉
大
会

大
分
県
地
域
福
祉
推
進
大
会

く
に
さ
き
福
祉
の
つ
ど
い

令和５年度
さ吉くんで元気　体操普及リーダー修了式

　
３
回
に
わ
た
り
開
催
し
た
、『
令
和

５
年
度
さ
吉
く
ん
で
元
気
体
操
普
及

リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
』
の
修
了
式
を
11

月
25
日
に
行
い
、
新
た
に
14
名
の
体
操

普
及
リ
ー
ダ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　「
楽
し
く
受
講
で
き
た
」、「
体
操
の

大
切
さ
を
学
べ
た
」、「
体
操
で
筋
力

を
つ
け
る
所
が
分
か
り
、
良
か
っ
た
」

な
ど
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
と
い
う

感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

写真提供：㈲のぶはら写真館
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国東市成年後見センター“ほっとかない” 地域のつながり拡充中
　令和５年10月から国東市社会福祉協議会に国東市成年後見センター“ほっとかない”を設置しました。センター
は、成年後見制度の利用促進や判断能力が十分でない方々が成年後見制度を円滑に利用できるよう支援を行います。
また、地域で安心して暮らせるよう、その権利を尊重し擁護します。
　当事業は平成31年度から、豊後高田市社会福祉協議会が、豊後高田市、国東市、姫島村の２市１村を圏域とし
た、くにさき半島地域成年後見支援センター事業を実施してきました。これからはより身近な存在として皆さまの力
になれるよう、努めてまいります。

スマホ教室が市内全域に広がっています。
スマホ教室をきっかけに交流の輪を広げませんか♪

遠く離れた親族・知人の方とも気軽に交流が持
てるようになり、みなさんとても楽しまれて好
評を得ています。

Ｑ：いつから始まったのですか。
Ａ：令和3年2月からです。高齢の方など暮らしの困りごとを支援
する支え合いの会でスマホ教室を開始しました。

Ｑ：どこで開催しているのですか。
Ａ：国東市16地区（旧小学校区）の公民館で月１～２回開催して
います。
国見町：竹田津・伊美・熊毛（３か所)
国東町：来浦・富来・上国崎・豊崎・国東・旭日（６か所）
武蔵町：武蔵東・武蔵西（２か所）
安岐町：西武蔵・朝来・西安岐・安岐・南安岐（５か所）
※南安岐は令和６年２月に２回のみ開催予定

Ｑ：どんなことをするのですか。
Ａ：内容は都度変わりますが、基本的な操作方法やLINEの使い方、
SNS利用方法などスタッフがわかりやすく丁寧に説明します。

Ｑ：参加するのに年齢制限はありますか。
Ａ：国東市内にお住まいの方ならどなたでも参加OKです♪
現在は60代から80代の方の参加が多いです。

Ｑ：問い合わせや申し込みはどうしたらよいのですか。
Ａ：国東市社会福祉協議会 福祉支援課（TEL 0978-64-7100）へ
ご連絡ください。

活動に関する情報は
共通WEBサイト「国東つながる暮らし」を
ご覧ください
　　ホームページはこちら▶

活動に関するお問合せは
国東市社会福祉協議会　福祉支援課　
☎ 0978-64-7100
国東市役所　高齢者支援課　
☎ 0978-72-5189｠

【法定後見制度】
すでに判断能力が不十分となっている方に、
判断能力の程度によって、後見・保佐・補助
のいずれかの支援を行う制度。

【任意後見制度】
将来判断能力が低下した時に備えて、自らあ
らかじめ任意後見人を決め、支援してほしい
ことを公正証書で契約しておく制度。

成年後見制度とは

ほ
っ
と
か
な
い

令和５年度　国東市成年後見センター
成年後見制度啓発セミナー

令和６年２月９日 （金）

13：30～ 15：30

武蔵保健福祉センター

まるっと終活大分支援協会
代表理事　木原　寛　氏

無料

日 程

時 間

会 場

講 師

参加費
お申込み先　国東市成年後見センター“ほっとかない”

（国東市社会福祉協議会）
TEL：0978-68-1976

「海洋散骨と墓じまい」テーマ

　セミナーでは、終活における重要な要素である海洋散
骨や墓じまいなどに焦点を当て、参加者が自身や家族の
未来を考えるきっかけになります。　

興味のある方は下記お申込み先、または
二次元コードよりお申込みください。

　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で、判断能力が十分でな
い方に対し、不動産や預貯金などの財産を管理、介護サービス・施設入
所・入院等の契約、悪質商法などの不利益な契約から守る制度です。
　支援が必要な方に個人や法人が後見人となり、支援をします。
　また、安心して暮らせるよう、その方の権利を尊重し擁護します。

  ～“ほっとかない”名称の由来～
①「ホット」という言葉から「情熱」、「厚く親身に対応」をイメージ
②「ほっと」する安堵感のイメージ
この二つを掛け合わせ「一緒に伴走的に支援します」という意味を
込めています。
市民のみなさまに、親しみやすく身近な存在として活動できるよう
に“ほっとかない”と命名しました。

スマホ教室 Q&A

　支えあう地域づくりの取り組みが国東市内でどんどん広がっています。
　地域を元気にするためのカフェやミニデイ、ちょいかせなどの活動を各地区で工夫を凝らして取り組んでい
ます。
　その中で今回は最近ひと際盛り上がりを見せている国東町今在家区の支えあいの会「援助イ今在家」をご紹
介します。

昔ながらのお菓子や郷土料理の作
り方を伝えながら、子どもたちや
保護者と関わりを持ちたいという
利用者の声をもとに実現した多世
代交流。区外の方も大歓迎♪沢山
の方の参加をお待ちしています。

～ちょいかせ内容 ～
・買い物支援　・ごみ捨て
・草取り　　　・見守り活動

など

令和５年10月に本格的に支えあいの会
が立ち上がり、カフェ・多世代交流会
に加え、ちょいかせ活動が12月から開
始。今在家を盛り上げています！

エ ン ジ ョ イ イ マ ザ イ ケ

援 助 イ 今 在 家

代表　日吉屋 源治さん

お子さんからお
年寄りまで

楽しめる場所づ
くりを

目指しています
♪

楽しいおしゃべりは
尽きることなく
毎回大盛況

スマホ教室
mobile workshop

楽しい思い出づくりの1つに
なりますように

多世代交流

月２回開催
月２回開催

ちょいかせ

cafe

enjoy

安心できる
ひととき

利用者の自宅を
見守り中
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国東市成年後見センター“ほっとかない” 地域のつながり拡充中
　令和５年10月から国東市社会福祉協議会に国東市成年後見センター“ほっとかない”を設置しました。センター
は、成年後見制度の利用促進や判断能力が十分でない方々が成年後見制度を円滑に利用できるよう支援を行います。
また、地域で安心して暮らせるよう、その権利を尊重し擁護します。
　当事業は平成31年度から、豊後高田市社会福祉協議会が、豊後高田市、国東市、姫島村の２市１村を圏域とし
た、くにさき半島地域成年後見支援センター事業を実施してきました。これからはより身近な存在として皆さまの力
になれるよう、努めてまいります。

スマホ教室が市内全域に広がっています。
スマホ教室をきっかけに交流の輪を広げませんか♪

遠く離れた親族・知人の方とも気軽に交流が持
てるようになり、みなさんとても楽しまれて好
評を得ています。

Ｑ：いつから始まったのですか。
Ａ：令和3年2月からです。高齢の方など暮らしの困りごとを支援
する支え合いの会でスマホ教室を開始しました。

Ｑ：どこで開催しているのですか。
Ａ：国東市16地区（旧小学校区）の公民館で月１～２回開催して
います。
国見町：竹田津・伊美・熊毛（３か所)
国東町：来浦・富来・上国崎・豊崎・国東・旭日（６か所）
武蔵町：武蔵東・武蔵西（２か所）
安岐町：西武蔵・朝来・西安岐・安岐・南安岐（５か所）
※南安岐は令和６年２月に２回のみ開催予定

Ｑ：どんなことをするのですか。
Ａ：内容は都度変わりますが、基本的な操作方法やLINEの使い方、
SNS利用方法などスタッフがわかりやすく丁寧に説明します。

Ｑ：参加するのに年齢制限はありますか。
Ａ：国東市内にお住まいの方ならどなたでも参加OKです♪
現在は60代から80代の方の参加が多いです。

Ｑ：問い合わせや申し込みはどうしたらよいのですか。
Ａ：国東市社会福祉協議会 福祉支援課（TEL 0978-64-7100）へ
ご連絡ください。

活動に関する情報は
共通WEBサイト「国東つながる暮らし」を
ご覧ください
　　ホームページはこちら▶

活動に関するお問合せは
国東市社会福祉協議会　福祉支援課　
☎ 0978-64-7100
国東市役所　高齢者支援課　
☎ 0978-72-5189｠

【法定後見制度】
すでに判断能力が不十分となっている方に、
判断能力の程度によって、後見・保佐・補助
のいずれかの支援を行う制度。

【任意後見制度】
将来判断能力が低下した時に備えて、自らあ
らかじめ任意後見人を決め、支援してほしい
ことを公正証書で契約しておく制度。

成年後見制度とは

ほ
っ
と
か
な
い

令和５年度　国東市成年後見センター
成年後見制度啓発セミナー

令和６年２月９日 （金）

13：30～ 15：30

武蔵保健福祉センター

まるっと終活大分支援協会
代表理事　木原　寛　氏

無料

日 程

時 間

会 場

講 師

参加費
お申込み先　国東市成年後見センター“ほっとかない”

（国東市社会福祉協議会）
TEL：0978-68-1976

「海洋散骨と墓じまい」テーマ

　セミナーでは、終活における重要な要素である海洋散
骨や墓じまいなどに焦点を当て、参加者が自身や家族の
未来を考えるきっかけになります。　

興味のある方は下記お申込み先、または
二次元コードよりお申込みください。

　認知症、知的障がい、精神障がいなどの理由で、判断能力が十分でな
い方に対し、不動産や預貯金などの財産を管理、介護サービス・施設入
所・入院等の契約、悪質商法などの不利益な契約から守る制度です。
　支援が必要な方に個人や法人が後見人となり、支援をします。
　また、安心して暮らせるよう、その方の権利を尊重し擁護します。

  ～“ほっとかない”名称の由来～
①「ホット」という言葉から「情熱」、「厚く親身に対応」をイメージ
②「ほっと」する安堵感のイメージ
この二つを掛け合わせ「一緒に伴走的に支援します」という意味を
込めています。
市民のみなさまに、親しみやすく身近な存在として活動できるよう
に“ほっとかない”と命名しました。

スマホ教室 Q&A

　支えあう地域づくりの取り組みが国東市内でどんどん広がっています。
　地域を元気にするためのカフェやミニデイ、ちょいかせなどの活動を各地区で工夫を凝らして取り組んでい
ます。
　その中で今回は最近ひと際盛り上がりを見せている国東町今在家区の支えあいの会「援助イ今在家」をご紹
介します。

昔ながらのお菓子や郷土料理の作
り方を伝えながら、子どもたちや
保護者と関わりを持ちたいという
利用者の声をもとに実現した多世
代交流。区外の方も大歓迎♪沢山
の方の参加をお待ちしています。

～ちょいかせ内容 ～
・買い物支援　・ごみ捨て
・草取り　　　・見守り活動

など

令和５年10月に本格的に支えあいの会
が立ち上がり、カフェ・多世代交流会
に加え、ちょいかせ活動が12月から開
始。今在家を盛り上げています！

エ ン ジ ョ イ イ マ ザ イ ケ

援 助 イ 今 在 家

代表　日吉屋 源治さん

お子さんからお
年寄りまで

楽しめる場所づ
くりを

目指しています
♪

楽しいおしゃべりは
尽きることなく
毎回大盛況

スマホ教室
mobile workshop

楽しい思い出づくりの1つに
なりますように

多世代交流

月２回開催
月２回開催

ちょいかせ

cafe

enjoy

安心できる
ひととき

利用者の自宅を
見守り中
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国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。皆様のご厚情に対しまして厚く
お礼申し上げます。故人のご冥福をお祈り申し上げます。（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

受付期間：令和５年９月１日～令和５年１１月３０日

善意の気持ちをありがとうございました

　◆ 香典返し寄付

（地区）
国見町

国東町

（寄付者名）
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様
様
様

（地区）
武蔵町

安岐町

（故人名）
（故　幸 子　様）
（故　英 俊　様）
（故　元 一　様）
（故　光 男　様）
（故　真 一　様）
（故　富美子様）
（故　岩 雄　様）
（故　幸 恵　様）

（故　富 江　様）
（故　イ チ　様）
（故　早 美　様）
（故　寛 　　様）
（故　佐美子様）
（故　芝 信　様）

（金額）
金一封
金一封
金一封
金一封

300,000円
金一封
金一封
金一封

金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封

（物品名）
ボディーソープ 　６袋
リンスインシャンプー　３袋
お菓子  　10箱
米  　30kg

うるち米  　60kg

　◆ 物品寄付

（地区）
武蔵町

安岐町

（寄付者名）
菊　本　 喜代子

匿 名

財 前　謙 治

様

様

様

牧　　　公 憲
花 木　豊 昭
末 綱　明 子
花 木　哲 也
松 原　弥 栄
渡 邉　義 陽
藤 原　　　雄
髙 橋　典 生

古 庄　真 次
川 野　　　了
梛 野　健 一
河　野　 晋一郎
河　野　 晋一郎
山 内　文 彦

岐 部　　　稔
吉 本　義 信
元 浦　貞 雄
野　﨑　俊 一
藤 本　義 文
岐 部　裕 二
岩　本　 英之助
丸　山　 恵美子
信　原　 イツ子

長 木　寿 生
吉 岡　祐 一
藤 巻　義 昭
末 清　芳 美
石 井　雅 友
金 澤　勝 昭
鹿 島　智 浩
萱 嶋　羊 一
寺 川　良 治
田 口　健 二
清 原　壽 信

（寄付者名）
様
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

（故人名）
（故　ひろ子様）
（故　俊 彦　様）
（故　敏 子　様）
（故　順 治　様）
（故　トミヨ様）
（故　一 生　様）
（故　一 彦　様）
（故　敬 人　様）
（故　正 　　様）

（故　弘 子　様）
（故　數 敏　様）
（故　八千代様）
（故　昭 生　様）
（故　トモヱ様）
（故　喜代子様）
（故　アヤコ様）
（故　武 子　様）
（故　静 子　様）
（故　信 子　様）
（故　夏 子　様）

（金額）
金一封
50,000円
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
30,000円
10,000円

金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封

民生委員・児童委員活動にご理解とご協力をお願いします

　
令
和
５
年
10
月
20
日
（
金
）
安
岐
中
央
小
学
校
6
年
生
32
名
が
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
鳴
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
交
流

の
た
め
、
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
児
童
・
利
用
者
対
抗
の
風
船
バ
レ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
お
互
い
周
り
の
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
な
が
ら
、
大
玉
の
風
船
を
相

手
コ
ー
ト
へ
う
ま
く
打
ち
返
し
、
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
児
童
が
「
ふ
る
さ
と
」、「
安
岐
中
央
小
学
校
校
歌
」
２
曲

を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
児
童
が
こ
の
日
の
た
め
に
作
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
折

り
紙
（
コ
マ
や
カ
ブ
ト
ガ
ニ
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
一
人
ひ
と
り
手

渡
し
利
用
者
全
員
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
別
れ
の
際
は
、
涙
を
流
し
て
い
る
利
用
者
も
お
り
、
今
回
の
交

流
を
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
に
と
っ
て
も
利
用

者
と
の
ふ
れ
あ
い
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

安岐中央小学校６年生の児童の皆さんが福祉施設体験をしました
【お知らせ】国東市社会福祉協議会への寄付は税額控除の対象となります

（税額控除対象寄付金 － ２,０００円） × ４０％ ＝ 控除対象額（所得税額から控除）
※但し、控除額は所得税額の25％が限度となります。
※税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）
※寄付金支出額が、総所得金額等の40％に相当する金額を超える場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄付金となります。

社協にお寄せいただく寄付金は地域福祉事業の財源になります。
皆様のご協力をよろしくお願いします。

　
今
年
度
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
、
市
内
学
校
、
団
体
よ
り
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武蔵町仏教会のみなさん

歳末たすけあい運動にご協力ありがとうございました

　民生委員・児童委員は地域の皆さまの身近な相談相手として日々活動しています。
　民生委員活動は、福祉に関する相談や見守り訪問活動を行い、必要に応じて住民と関係機関をつなぎます。
　毎月の定例会で活動に関する研修、相談事例の検討や情報共有、意見交換を行うことで活動の質を高め、地域福祉
の向上に努めています。
　地域の中には、さまざまな地域の困りごとや心配ごとなどを「なんでも民生委員・児童委員が引き受けて対応する」
と認識されている方もいますが、民生委員・児童委員はあくまでもつなぐことが役割です。
　地域一体となって支えあう体制づくりに何卒ご理解とご協力をお願いいたします。
　民生委員・児童委員活動についてご不明な点がございましたら下記までお問合わせください。

・高齢者のいる世帯
・障がい者のいる世帯
・生活に困窮している
世帯

・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・母子・父子世帯
・その他の世帯

【民生委員・児童委員活動に関するお問合せ】
国東市社会福祉協議会　本所　☎0978-68-1976
国東市役所　福祉課　　　　　☎0978-72-5164

担当区域

・市役所

・社会福祉協議会

・保健所

・学校

・保育所

・児童館

・医療機関

・警察署

・消防署

など

関係機関

連携・協力

連絡・通報

意見具申

・虐待の早期発見、予防
・DV、いじめ、不登校等世
帯の抱える問題の把握

見守り活動

・世帯が必要としている
サービスについて情報
提供

情報提供

・各種相談
・見守り支援

相談・援助

民
生
委
員
・
児
童
委
員

富来小学校のみなさん
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国東市社会福祉協議会へ次の方々から心温まるご寄付をいただきました。皆様のご厚情に対しまして厚く
お礼申し上げます。故人のご冥福をお祈り申し上げます。（掲載に同意された方のみご紹介しております。）

受付期間：令和５年９月１日～令和５年１１月３０日

善意の気持ちをありがとうございました

　◆ 香典返し寄付

（地区）
国見町

国東町

（寄付者名）
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様
様
様

（地区）
武蔵町

安岐町

（故人名）
（故　幸 子　様）
（故　英 俊　様）
（故　元 一　様）
（故　光 男　様）
（故　真 一　様）
（故　富美子様）
（故　岩 雄　様）
（故　幸 恵　様）

（故　富 江　様）
（故　イ チ　様）
（故　早 美　様）
（故　寛 　　様）
（故　佐美子様）
（故　芝 信　様）

（金額）
金一封
金一封
金一封
金一封

300,000円
金一封
金一封
金一封

金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封

（物品名）
ボディーソープ 　６袋
リンスインシャンプー　３袋
お菓子  　10箱
米  　30kg

うるち米  　60kg

　◆ 物品寄付

（地区）
武蔵町

安岐町

（寄付者名）
菊　本　 喜代子

匿 名

財 前　謙 治

様

様

様

牧　　　公 憲
花 木　豊 昭
末 綱　明 子
花 木　哲 也
松 原　弥 栄
渡 邉　義 陽
藤 原　　　雄
髙 橋　典 生

古 庄　真 次
川 野　　　了
梛 野　健 一
河　野　 晋一郎
河　野　 晋一郎
山 内　文 彦

岐 部　　　稔
吉 本　義 信
元 浦　貞 雄
野　﨑　俊 一
藤 本　義 文
岐 部　裕 二
岩　本　 英之助
丸　山　 恵美子
信　原　 イツ子

長 木　寿 生
吉 岡　祐 一
藤 巻　義 昭
末 清　芳 美
石 井　雅 友
金 澤　勝 昭
鹿 島　智 浩
萱 嶋　羊 一
寺 川　良 治
田 口　健 二
清 原　壽 信

（寄付者名）
様
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

（故人名）
（故　ひろ子様）
（故　俊 彦　様）
（故　敏 子　様）
（故　順 治　様）
（故　トミヨ様）
（故　一 生　様）
（故　一 彦　様）
（故　敬 人　様）
（故　正 　　様）

（故　弘 子　様）
（故　數 敏　様）
（故　八千代様）
（故　昭 生　様）
（故　トモヱ様）
（故　喜代子様）
（故　アヤコ様）
（故　武 子　様）
（故　静 子　様）
（故　信 子　様）
（故　夏 子　様）

（金額）
金一封
50,000円
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
30,000円
10,000円

金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封
金一封

民生委員・児童委員活動にご理解とご協力をお願いします

　
令
和
５
年
10
月
20
日
（
金
）
安
岐
中
央
小
学
校
6
年
生
32
名
が
、

特
別
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護
老
人
ホ
ー
ム
鈴
鳴
荘
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
と
の
交
流

の
た
め
、
施
設
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
児
童
・
利
用
者
対
抗
の
風
船
バ
レ
ー
を
行
い
ま
し

た
。
お
互
い
周
り
の
フ
ォ
ロ
ー
を
受
け
な
が
ら
、
大
玉
の
風
船
を
相

手
コ
ー
ト
へ
う
ま
く
打
ち
返
し
、
白
熱
し
た
試
合
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
児
童
が
「
ふ
る
さ
と
」、「
安
岐
中
央
小
学
校
校
歌
」
２
曲

を
合
唱
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
児
童
が
こ
の
日
の
た
め
に
作
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
折

り
紙
（
コ
マ
や
カ
ブ
ト
ガ
ニ
）
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
、
一
人
ひ
と
り
手

渡
し
利
用
者
全
員
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

　
お
別
れ
の
際
は
、
涙
を
流
し
て
い
る
利
用
者
も
お
り
、
今
回
の
交

流
を
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
児
童
に
と
っ
て
も
利
用

者
と
の
ふ
れ
あ
い
は
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

安岐中央小学校６年生の児童の皆さんが福祉施設体験をしました
【お知らせ】国東市社会福祉協議会への寄付は税額控除の対象となります

（税額控除対象寄付金 － ２,０００円） × ４０％ ＝ 控除対象額（所得税額から控除）
※但し、控除額は所得税額の25％が限度となります。
※税額控除対象寄付金とは、税額控除対象法人への寄付金額です。（本会は税額控除対象法人です）
※寄付金支出額が、総所得金額等の40％に相当する金額を超える場合には、40％に相当する額が税額控除対象寄付金となります。

社協にお寄せいただく寄付金は地域福祉事業の財源になります。
皆様のご協力をよろしくお願いします。

　
今
年
度
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ま
、
市
内
学
校
、
団
体
よ
り
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
集
ま
っ
た
募
金
は
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

武蔵町仏教会のみなさん

歳末たすけあい運動にご協力ありがとうございました

　民生委員・児童委員は地域の皆さまの身近な相談相手として日々活動しています。
　民生委員活動は、福祉に関する相談や見守り訪問活動を行い、必要に応じて住民と関係機関をつなぎます。
　毎月の定例会で活動に関する研修、相談事例の検討や情報共有、意見交換を行うことで活動の質を高め、地域福祉
の向上に努めています。
　地域の中には、さまざまな地域の困りごとや心配ごとなどを「なんでも民生委員・児童委員が引き受けて対応する」
と認識されている方もいますが、民生委員・児童委員はあくまでもつなぐことが役割です。
　地域一体となって支えあう体制づくりに何卒ご理解とご協力をお願いいたします。
　民生委員・児童委員活動についてご不明な点がございましたら下記までお問合わせください。

・高齢者のいる世帯
・障がい者のいる世帯
・生活に困窮している
世帯

・子どものいる世帯
・妊産婦のいる世帯
・母子・父子世帯
・その他の世帯

【民生委員・児童委員活動に関するお問合せ】
国東市社会福祉協議会　本所　☎0978-68-1976
国東市役所　福祉課　　　　　☎0978-72-5164

担当区域

・市役所

・社会福祉協議会

・保健所

・学校

・保育所

・児童館

・医療機関

・警察署

・消防署

など

関係機関

連携・協力

連絡・通報

意見具申

・虐待の早期発見、予防
・DV、いじめ、不登校等世
帯の抱える問題の把握

見守り活動

・世帯が必要としている
サービスについて情報
提供

情報提供

・各種相談
・見守り支援

相談・援助

民
生
委
員
・
児
童
委
員

富来小学校のみなさん
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国東市ボランティア・市民活動センターより

防災VR体験実施

安岐中央小学校福祉教育
（鈴鳴荘にて施設利用者とふれあい体験）

６P.

　令和５年11月５日（日）くにさきマルシェ Kidｓ＆和～きずな～にて、「おおいた防災VR※」（大分県が実施して
いる事業）の体験コーナーを実施しました。（※VRとは：「Virtual Reality（バーチャルリアリティ）」の略称で、「仮
想現実」と訳されます。）
　プログラムは３種類で、「津波」「地震」「土砂災害」の中から選び、疑似体験をしていただきました。
　当日は約70名の方が体験され、体験された方から、「災害の脅威やハザードマップとはどういったものか分かっ
た」などの声がありました。今後も、このような体験を通じ災害に対する啓発活動を行っていきます。

　令和６年１月１日、石川県能登地方を震源とする地震によ
り、多くの方が被災されました。
　これに伴い、この災害により被災された方々を支援するこ
とを目的に災害義援金を募集します。

受付期間：令和６年１月４日（木）～令和６年12月27日（金）
※被災状況に応じて受付期間を延長する場合があ
ります。

受入場所：国東市社会福祉協議会各窓口

受付時間：月曜日～金曜日までの８：30～17:15（祝日を除く）

テーマ
災害ボランティアの役割と心構え

　災害ボランティアの役割と心構えなどを学
ぶ機会として開催します。
　お気軽にご参加ください。

日　程：令和６年２月15日（木）
時　間：18：30～ 20：00
会　場：武蔵保健福祉センター
講　師：一般社団法人　国東人　藤原 龍司氏
参加費：無料
申込み方法、お問合せに関して

　国東市社協ホームページ
　もしくは本所までお願いいたします。

【義援金について】
　義援金は、大分県共同募金会を通じ、

被災地へお届けします。

災害ボランティア活動基礎講座
開　　催

令和６年能登半島地震災害
義援金のご協力をお願いします

くにさ き
いつもの暮らし
あたり前のまい日は
日々の積みかさね
かんしゃの気持ち大切に
きょうもゆっくりいこうぇ
福祉のまちづくり

～地域福祉活動を支援し、支援が必要な人とともに歩む団体～

社会福祉法人 国東市社会福祉協議会
社協だよりには皆様よりお寄せいただいた赤い羽根共同募金の配分金が使われています

社協だよ り
令和６年１月22日発行

No.71

社会福祉法人　国東市社会福祉協議会
本　　所 国東市武蔵町古市1086‐1（武蔵保健福祉センター内） （総務福祉課）  ６８-１９７６
国見支所 国東市国見町伊美2225‐1（国見保健福祉センター内）　　　　　　   82-1107
国東支所 国東市国東町浜崎2757‐5（国東福祉センター内）  74-1151
   （在宅福祉課）  74-1234
安岐支所 国東市安岐町中園100 （安岐総合支所内）  　　　　　　   67-1283 
    （福祉支援課) 64-7100｠

お
問
合
せ
先

社協の詳しい情報は
ホームページへアクセス
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